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幅広い関心を集めている（Diamond 1997, Sachs 
2005, Allen 2011, Acemoglu and Robinson 
2012）。その背景には市場原理主導のグローバル
経済の進行による所得格差の拡大がある。2014





















日 2.5 ドル以下で生活している（Crow and 
Lodha 2011）。最富裕国と最貧国の所得格差は
1820 年には 3 : 1 であったのが，1960 年には 70 : 1
に，2012 年は 260 : 1 に拡大している。そのため，
世界全体の所得格差のジニ係数は 0.7 に達し，こ











はないかとの認識がある（Frey and Stutzer 
2002）。そこで，GDP等の経済指標でなく，心の
豊かさを示す幸福度を重視しようという考え方が
注目されている（Stiglitz et al. 2010, Bok 2011, 
Graham 2011, 幸福度に関する研究会 2011）。幸
福度という概念を世界で初めて提唱し，国家の方
針として推進しているのはブータンの国民総幸福
（Gross National Happiness, GNH）である。GNH
















で き る。 例 え ば， 人 間 開 発 指 数（Human 
Development Index, HDI）は国民 1人当たりの
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経済成長率は 100 位，ジニ係数は 40 位，貧困率





















トーゴは幸福度が 2.6 で，150 カ国の最下位で
ある。低所得層の比率が高く，ジニ係数（0.393）

































福 度 指 標 試 案 −』, http://www5.cao.go.jp /keizai2/
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